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◆ 著 書 
1)  嶋田 豊監修 : 「漢方薬事典」NHK エデュケーショナル「きょうの健康」番組制作班, 主婦と生活社ライフ・プラ
ス編集部編, 主婦と生活社, 東京, 2012. 
2)  引網宏彰 : 「気」の充実 心掛けて. 「病気のシグナル」富山大学附属病院編, 66-67, 北日本新聞社, 富山, 2012. 
 
◆ 原 著 
1)  Inoue H., Waiwut P., Saiki I., Shimada Y., and Sakurai H. : Gomisin N enhances TRAIL-induced apoptosis via 
reactive oxygen species-mediated up-regulation of death receptors 4 and 5. Int. J. Oncol., 40: 1058-1065, 
2012. 
2)  Nagata Y., Goto H., Hikiami H., Nogami T., Fujimoto M., Shibahara N., and Shimada Y. : Effect of 
keishibukuryogan on endothelial function in patients with at least one component of the diagnostic criteria 
for metabolic syndrome: A controlled clinical trial with crossover design. Evid. Based Complement. Alternat. 
Med., 2012: Article ID 359282, 2012. 
3)  Fujimoto M., Tsuneyama K., Fujimoto T., Selmi C., Gershwin ME., and Shimada Y. : Spirulina improves 
non-alcoholic steatohepatitis, visceral fat macrophage aggregation, and serum leptin in a mouse model of 
metabolic syndrome. Dig. Liver Dis., 44: 767-774, 2012. 
4)  Fujimoto M., Tsuneyama K., Chen S. Y., Nishida T., Chen J. L., Chen Y. C., Fujimoto T., Imura J., and Shimada 
Y. : Study of the effects of monacolin K and other constituents of red yeast rice on obesity, 
insulin-resistance, hyperlipidemia, and nonalcoholic steatohepatitis using a mouse model of metabolic 
syndrome. Evid. Based Complement. Alternat. Med., 2012: Article ID 892697, 2012. 
5)  Waiwut P., Inujima A., Inoue H., Saiki I., and Sakurai H. : Bufotalin sensitizes death receptor-induced 
apoptosis via Bid- and STAT1-dependent pathways. Int. J. Oncol., 40: 203-208, 2012. 
6)  Mizawa M., Makino T., Hikiami H., Shimada Y., and Shimizu T. : Effectiveness of keishibukuryogan on 




1)  渡り英俊*, 柴原直利, 海老澤茂, 野上達也, 藤本 誠, 引網宏彰, 嶋田 豊 : 周期的な右季肋部痛を呈した肝子
宮内膜症の 1 例. 日本内科学会雑誌, 101: 3223-3225, 2012. 
2)  山田正明, 加藤慶三, 鹿島 励, 藤本 誠, 三原 弘, 梶浦新也, 藤浪 斗, 田中三千雄 : 出血性十二指腸潰瘍
によるショック離脱困難例に対する内視鏡的止血術と大動脈閉塞バルーン（IABO）挿入法併用の 1例. ENDOSC. FORUM 
digest. dis., 28: 35-41, 2012. 
3)  北原英幸, 藤永 洋, 高橋宏三, 山田成明, 松田耕一郎, 山端潤也, 井上 大, 阿保 斉, 中西ゆう子 : 両側ぶ
どう膜炎を合併した IgG4 関連疾患の 1例. 富山県立中央病院医学雑誌, 35: 20-24, 2012. 
 
◆ 総 説 
1)  Shimada Y. : Effects of chotosan on cerebrovascular disorders. J. Trad. Med., 29: 157-168, 2012. 
2)  Fujimoto M. : EBM of Kampo formulas for treatment of nonalcoholic fatty liver disease. J. Trad. Med., 29: 
100-103, 2012. 
3)  嶋田 豊 : ワンランク上の漢方診療 漢方的診察・診断法. 臨床婦人科産科, 66: 6-12, 2012. 
4)  嶋田 豊 : 漢方医学. 日本医事新報, 4581: 96-99, 2012. 
5)  引網宏彰 : 関節リウマチの漢方治療：最新のエビデンス. 医学のあゆみ, 242: 951-957, 2012. 
6)  津谷喜一郎, 佐竹元吉, 鳥居塚和生, 引網宏彰, 山田和男 : 漢方処方名ローマ字表記法. 日本伝統獣医学会誌, 
19: 21-30, 2012. 
7)  藤本 誠, 嶋田 豊 : めまいの漢方治療. Equilibrium Res., 71: 219-225, 2012. 
8)  野上達也 : 虚弱老人と漢方 I, 急性期疾患. 漢方と最新治療, 21: 227-233, 2012. 
9)  三澤広貴, 平田昌義, 澤崎邦廣 : 大腸菌 O111 の臨床 成人例. 神経内科, 76: 164-170, 2012. 
 
◆ 学会報告 
1)  Shimada Y. : Treatment of behavioral and psychological symptoms of dementia by traditional Japanese (kampo) 
medicines. The 21st Symposium on Dementia, the Korean Medicine Association of Stroke (KMAS). 2012, 4, 15, 
Seoul. (invited lecture) 
2)  Shimada Y. : Introduction of Department of Japanese Oriental Medicine, Graduate School of Medicine and 
Pharmaceutical Sciences, University of Toyama. 1st Joint Symposium between WHO Collaborating Centres for 
Traditional Medicine in Korea and Japan, 2012, 9, 1, Tokyo. 
3)  Fujimoto M., and Shimada Y. : Evidence-based efficacy of Kampo formulas in a model of non alcoholic fatty 
liver. 1st Joint Symposium between WHO Collaborating Centres for Traditional Medicine in Korea and Japan, 
2012, 9, 1, Tokyo. 
4)  Kimura M., Shibahara N., Hikiami H., Yoshida T., Jo M., Nogami T., Fujimoto M., and Shimada Y. : Traditional 
Japanese formula kigikenchuto accelerates healing of pressure-loading skin ulcer in rats. 16th International 
Congress of Oriental Medicine, 2012, 9, 14-16, Seoul. 
5)  Inoue H., Sakurai H., Nogami T., Fujimoto M., Hikiami H., Shibahara N., Saiki I., and Shimada Y. : Gomisin 
N enhances tumor necrosis factor-related apoptosis-inducing ligand (TRAIL)-induced apoptosis. 16th 
International Congress of Oriental Medicine, 2012, 9, 14-16, Seoul. 
6)  Jo M., Jono K., Kimura M., Hikiami H., Shimada Y., and Shibahara N. : Influence on small intestinal transit 
rate of rats and contents of main ingredients by increase and decrease of amounts of Paeoniae radix in keishito. 
16th International Congress of Oriental Medicine, 2012, 9, 14-16, Seoul. 
7)  Shibahara N., Jo M., Fujimoto M., Nogami T., Inoue H., Hikiami H., and Shimada Y. : Analysis of clinical 
conditions of kamishoyosan on atopic dermatitis. 16th International Congress of Oriental Medicine, 2012, 
9, 14-16, Seoul. 
8)  渡り英俊*, 海老澤茂, 山田正明, 山本佳乃子, 野上達也, 藤本 誠, 引網宏彰, 後藤博三, 嶋田 豊 : 周期的な
右季肋部痛を呈した肝子宮内膜症の 1例. 第 216 回日本内科学会北陸地方会, 2012, 3, 4, 富山. 
9)  野上達也 : 附子・烏頭の使い方のコツと注意点. 日本東洋医学会北陸支部会教育講演会, 2012, 3, 11, 福井.（教
育講演） 
10)  条美智子, 亀井貴志, 藤本孝子, 木村真梨, 小泉桂一, 引網宏彰, 後藤博三, 嶋田 豊, 柴原直利 : ピオグリタ
ゾン誘発末梢性浮腫に対する五苓散の効果に関する基礎的検討. 日本薬学会第 132 年会, 2012, 3, 28-31, 札幌. 
11)  引網宏彰 : 桂枝茯苓丸による異病同治の実際. 第 16 回信州脳神経漢方研究会, 2012, 3, 24, 長野.（招待講演） 
12)  藤永 洋, 北原英幸, 高橋宏三, 小暮敏明, 野上達也, 引網宏彰 : 器質化肺炎を合併した関節リウマチの臨床的
検討. 第 56 回日本リウマチ学会総会・学術集会, 2012, 4, 26-28, 東京. 
13)  藤永 洋, 北原英幸, 高橋宏三, 野上達也, 引網宏彰, 小暮敏明 : 関節リウマチに対してアダリムマブ投与中にB
型肝炎ウイルス再活性化を来した 1例. 第 56 回日本リウマチ学会総会・学術集会, 2012, 4, 26-28, 東京. 
14)  山田正明, 加藤慶三, 鹿島 励, 藤本 誠, 藤浪 斗, 魚谷英之 : 膵周囲からの出血により上部消化管出血を来
した 4例. 第 83 回日本消化器内視鏡学会総会, 2012, 5, 12-13, 東京. 
15)  山田正明, 松井 篤, 大谷恭子, 藤本 誠 : 門脈腫瘍塞栓内に流入する拍動波をカラードップラーにて認め剖検
所見と対比しえた 1例. 日本超音波医学会第 85 回集会, 2012, 5, 25-27, 東京. 
16)  塚本康之, 清水幸裕, 三澤広貴, 大澤幸治, 芳尾幸松, 伊藤博行, 月岡雄治, 藪下和久, 野手雅行, 澤崎邦廣 : 
急激に発症したと考えられる胆嚢穿孔の 1例. 第 217 回日本内科学会北陸地方会, 2012, 6, 24, 金沢. 
17)  藤本 誠, 柴原直利, 嶋田 豊 : 帰耆建中湯加減で良好に経過した潰瘍性大腸炎の 2 例. 第 63 回日本東洋医学会
学術総会, 2012, 6, 29 -7, 1, 京都. 
18)  野上達也, 柴原直利, 藤本 誠, 引網宏彰, 後藤博三, 嶋田 豊 : MRSA 腸炎より ARDS，敗血症性ショックを発症
した症例に対する漢方治療の経験. 第 63 回日本東洋医学会学術総会, 2012, 6, 29 -7, 1, 京都. 
19)  Cho Ki-Ho, Kim Keon-Sik, 後藤博三 : 『医学心悟』収載・半夏白朮天麻湯の使用経験. 第 63 回日本東洋医学会学
術総会, 2012, 6, 29 -7, 1, 京都. 
20)  引網宏彰, 野上達也, 岡 洋志, 山本佳乃子, 永田 豊, 井上博喜, 藤本 誠, 後藤博三, 柴原直利, 嶋田 豊 : 
抗リウマチ薬（メトトレキサート，タクロリムス）の消化器症状に対する補脾剤の使用経験. 第 63 回日本東洋医学
会学術総会, 2012, 6, 29 -7, 1, 京都. 
21)  藤永 洋, 高橋宏三, 北原英幸, 荒井紗由梨 : 漢方薬内服中に発症した腸間膜静脈硬化症の 2 例. 2012, 6, 29 -7, 
1, 京都. 
22)  嶋田 豊 : 脳血管障害に対する釣藤散の有効性. 第 29 回和漢医薬学会学術大会, 2012, 9, 1-2, 東京.（学会賞受
賞講演） 
23)  髙木 優, 条美智子, 亀井貴志, 木村真梨, 藤本 誠, 小泉桂一, 柴原直利 : 黄連解毒湯およびその構成生薬の
Dipeptidyl Peptidase-4 阻害活性. 第 29 回和漢医薬学会学術大会, 2012, 9, 1-2, 東京. 
24)  増田博也, 趙 琦, 条美智子, 木村真梨, 引網宏彰, 小泉桂一, 松本欣三, 柴原直利 : 自然発症高血圧ラットに
おける牛黄清心元の降圧作用. 第 29 回和漢医薬学会学術大会, 2012, 9, 1-2, 東京. 
25)  条美智子, 髙木 優, 藤本孝子, 木村真梨, 小泉桂一, 引網宏彰, 嶋田 豊, 柴原直利 : ピオグリタゾン誘発末
梢性浮腫に対する五苓散の効果に関する基礎的検討（第 2報）. 第 29 回和漢医薬学会学術大会, 2012, 9, 1-2, 東
京. 
26)  大江未来広, 条美智子, 伏見裕利, 木村真梨, 引網宏彰, 嶋田 豊, 柴原直利 : 日本・中国・韓国における治療処
方の異同性に関する国際比較調査研究. 第 29 回和漢医薬学会学術大会, 2012, 9, 1-2, 東京. 
27)  永田 豊, 後藤博三, 井上博喜, 野上達也, 藤本 誠, 引網宏彰, 柴原直利, 長坂和彦, 嶋田 豊 : メタボリッ
クシンドローム関連因子を有する患者の血管内皮機能に及ぼす桂枝茯苓丸の効果：比較臨床試験. 第 29 回和漢医薬
学会学術大会, 2012, 9, 1-2, 東京. 
28)  引網宏彰, 木村真梨, 井上博喜, 野上達也, 藤本 誠, 柴原直利, 嶋田 豊 : 初診患者問診票データベースの解
析による加味逍遙散有効性の予測因子となりうる自覚症状の抽出. 第 29 回和漢医薬学会学術大会, 2012, 9, 1-2, 
東京. 
29)  藤本 誠, 野上達也, 井上博喜, 海老澤茂, 渡り英俊, 引網宏彰, 嶋田 豊 : 逆流性食道炎によるとされる胸
痛・腹痛・背部痛に当帰湯が有効であった 1例. 第 22 回漢方治療研究会, 2012, 9, 30, 東京. 
30)  渡り英俊*, 北原英幸, 三澤広貴, 海老澤茂, 井上博喜, 野上達也, 藤本 誠, 引網宏彰, 嶋田 豊 : 五積散加烏
頭が有効であった難治性疼痛の二例. 第 22 回漢方治療研究会, 2012, 9, 30, 東京. 
31)  野上達也, 井上博喜, 藤本 誠, 引網宏彰, 嶋田 豊 : 酒石酸トルテロジンおよび清心蓮子飮にて間質性肺炎を
反復した 1例. 第 22 回漢方治療研究会, 2012, 9, 30, 東京. 
32)  木村真梨, 津田昌樹, 柴原直利, 三島 怜, 引網宏彰, 嶋田 豊 : 慢性的な頚部痛に対して承山穴を用いた 2 症
例. 全日本鍼灸学会第 30 回中部支部学術集会, 2012, 9, 30, 金沢. 
33)  井上博喜 : TRAIL (TNF-related apoptosis-inducing ligand) と gomisin N の併用効果の検討. 第 38 回日本東洋
医学会北陸支部例会, 2012, 10, 21, 福井.（教育講演・日本東洋医学会北陸支部奨励賞受賞講演） 
34)  三澤広貴, 北原英幸, 海老澤茂, 井上博喜, 野上達也, 藤本 誠, 引網宏彰, 柴原直利, 嶋田 豊 : 羗活勝湿湯
が有効であった関節リウマチの 1例. 第 38 回日本東洋医学会北陸支部例会, 2012, 10, 21, 福井. 
35)  木村真梨, 津田昌樹, 柴原直利, 谷川聖明, 三島 怜, 海老澤茂, 井上博喜, 野上達也, 藤本 誠, 引網宏彰, 嶋
田 豊 : 胃アニサキス摘出後の上腹部不快感を訴える患者に鍼灸治療を行った一例. 第 38 回日本東洋医学会北陸
支部例会, 2012, 10, 21, 福井. 
36)  三島 怜*, 津田昌樹,  木村真梨, 柴原直利, 引網宏彰, 嶋田 豊 : 経絡治療により冷えが改善した 1 症例. 第
38 回日本東洋医学会北陸支部例会, 2012, 10, 21, 福井. 
37)  北原英幸, 乗杉 理, 野上達也, 三澤広貴, 海老澤茂, 井上博喜, 藤本 誠, 引網宏彰, 柴原直利, 清水忠道, 嶋
田 豊 : 末梢血単核球を用いて炎症性サイトカイン mRNA 発現の定量的解析を行った経費茯苓丸による薬疹の一例. 
第 38 回日本東洋医学会北陸支部例会, 2012, 10, 21, 福井. 
38)  藤永 洋, 渡辺哲郎, 荒井紗由梨, 北原英幸, 高橋幸三 : 頑固な鼻水に神秘湯が奏功した 1 例. 第 38 回日本東洋
医学会北陸支部例会, 2012, 10, 21, 福井. 
39)  藤本 誠 : メタボリックシンドローム治療薬としての桂枝茯苓丸. 第 33 回和漢医薬学総合研究所特別セミナー, 
2012, 11, 22, 富山. 
 
◆ その他 
1)  Shimada Y. : Sensory impairment, motor paralysis, involuntary movement. Textbook of Traditional Japanese 
Medicine. Part 1: Kampo. Health and Labour Sciences Research Grant, Research on the standardization of 
traditional Japanese medicine promoting integrated medicine. 150-153, 2012. 
2)  祖父江元, 川頭祐一, 池田修一, 嶋田 豊, 菊池修一, 米田 誠, 犬塚 貴, 溝口功一, 橋本修二, 鷲見幸彦, 寳
珠山稔, 吉田 宏, 秋田祐枝, 田中千枝子, 齋藤由扶子, 服部直樹, 小長谷正明, 久留 聡 : 平成 23 年度中部地
区スモン患者の実態. 厚生労働科学研究費補助金（難治性疾患克服研究事業）スモンに関する調査研究班 平成 23
年度総括・分担研究報告書, 41-44, 2012. 
3)  祖父江元, 川頭祐一,池田修一, 嶋田 豊, 菊池修一, 米田 誠, 犬塚 貴, 溝口功一, 橋本修二, 鷲見幸彦, 寳
珠山稔, 吉田 宏, 秋田祐枝, 田中千枝子, 齋藤由扶子, 服部直樹, 小長谷正明, 久留 聡 : 平成 23 年度中部地
区スモン患者の実態. 平成 23 年度厚生労働科学研究費補助金（難治性疾患克服研究事業）スモンに関する調査研究
班研究報告会, 2011, 2, 3, 東京. 
4)  引網宏彰, 嶋田 豊 : 漢方の特性を利用したエビデンス創出と適正使用支援システムの構築. 厚生労働科学研究
費補助金 臨床応用基礎研究事業 平成 23 年度総括・分担研究報告書合研究報告書, 267-276, 2012. 
5)  嶋田 豊 : 感覚障害・運動麻痺・不随意運動. 「日本伝統医学テキスト 漢方編」平成 22・23 年度 厚生労働科学
研究費補助金 地域医療基盤開発推進研究事業「統合医療を推進するための日本伝統医学の標準化」研究班編集, 
78-79, 2012. 
6)  後藤博三 : 桂枝芍薬知母湯. 「日本伝統医学テキスト 漢方編」平成 22・23 年度厚生労働科学研究費補助金 地域
医療基盤開発推進研究事業「統合医療を推進するための日本伝統医学の標準化」研究班編集, 136-137, 2012. 
7)  後藤博三 : 桂枝湯. 「日本伝統医学テキスト 漢方編」平成 22・23 年度厚生労働科学研究費補助金 地域医療基盤
開発推進研究事業「統合医療を推進するための日本伝統医学の標準化」研究班, 137-139, 2012. 
8)  後藤博三 : 桂枝人参湯. 「日本伝統医学テキスト 漢方編」平成 22・23 年度厚生労働科学研究費補助金 地域医療
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